
神戸製鋼所は、「第64回 田宮賞」
の受賞案件を下記の通り選定し、5月3
1日(水)に神戸本社で授賞式を執り行っ
た。
｢田宮賞」は、同社の第5代社長 田

宮嘉右衛門(※1)の遺徳と事蹟を永く
記念するため、同社およびグループ各
社などの中から会社の業績や社会に大
きく貢献した技術・製品について、19
60年以来表彰してきており、今年で6
4回目を迎えた。
同社は、「表彰案件は、当社がグルー

プ企業理念に掲げる“安全・安心で豊
かな暮らしの中で、今と未来の人々が
夢や希望を叶えられる世界”の実現に
貢献していくものと考えている。KOB
ELCOグループは、今後もグループ企
業理念に基づくサステナビリティ経営
を推進してまいります」とコメントし
ている。

■テーマ：日本初の内陸立地「真岡発
電所」建設と戦力化。

(株)神戸製鋼所電力事業部門では、
東日本大震災後の関東地域における電
力の安定供給を目指し、日本初の「内
陸立地大型ガス火力発電所」の建設に
取り組んだ。隣接する住宅エリアへの
環境配慮と内陸での大規模発電所建設
という高いハードルを創意工夫で乗り
越え、東日本大震災後に計画された大
型電源の中では最も早く営業運転を果
たした(運転開始：1号機 2019年10月、
2号機 2020年3月)。営業運転以降の操
業も順調で、同社の安定収益基盤とし
て今後も大きな貢献が見込まれる。
また、同発電所は日本の国土やエネ

ルギー基盤の強靭化にも資する発電所
として、内閣官房や経済産業省から評
価され、同社の社会的評価の向上にも
大きく貢献した。

■テーマ：Quintus社 受注倍増の実
現。
(株)神戸製鋼所機械事業部門は、20

17年にスウェーデンの高圧装置トップ
メーカーであるQuintus Technologies
AB (以下、Quintus社)を買収後、両者
の長所を活かした経営を取り入れたこ
とでQuintus社は右肩上がりの成長を
続けている。中国での現地法人の設立

や、製品・設計の標準モジュール化、
長期サービスパック“Quintus Care”の
拡販およびマーケティング強化が奏功
し、Quintus社の2021年度の受注高は
買収時の2倍に成長。今後もKOBELC
Oブランドを活かした日本市場の開拓
に加え、半導体分野、食品事業、全固
体電池への参入など積極的な事業拡大
に取り組んでいく。

■テーマ：真空溶解装置の開発と拡販。
シンフォニアテクノロジー(株)では、

チタンなどの活性金属や高純度金属の
溶解を目的とした超高真空コールドク
ルーシブル溶解装置(CCIM=Cold Cruc
ible Induction Melting)を開発し、商
品化した。近年需要が高まっている希
土類磁石・水素吸蔵合金・半導体・生

体金属などの溶解、精製を可能とし、
今後3D分野においてもチタンなど微
粉末金属の需要拡大にも期待できる技
術。同技術は高純度金属の最先端研究
でも使用され、製品評価技術基盤機構
の「標準物質総合情報システム」と、
独連邦材料試験研究所が主宰する「国
際標準物質データベース」において世
界で最も純度の高い鉄として認定され
たほか、今後の実用化進展で更なる事
業拡大も期待されている。

(※資料提供：神戸製鋼所)
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製造業のビジネスチャンスが見える
モノづくり最新情報サイト
じゃぱんお宝にゅ～す
https://japan.otakaranews.com

モノづくり現場の未来を見つめる
製造業応援サイト

じゃぱんお宝WEB新聞
最新情報満載！好評配信中！

金賞に(株)神戸製鋼所 電力事業部門
銀賞に(株)神戸製鋼所 Quintus Technologies AB
銅賞にシンフォニアテクノロジー(株)

■神戸製鋼所 URL→ https://www.kobelco.co.jp/
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